
     データセンターの品質基準の指標は「ティア1」「ティア2」「ティア3」「ティア4」の順に格付けが高
くなっていく。中に置かれる機器もデータセンターの環境基準の設計に影響を及ぼす。ダウンタイムの発
生を避けるために、重要な施設には問題を対処するより詳細なモニタリングを行う必要がある。

データセンターの品質基準

データセンター
環境のモニタリング
ガイドブック

ティア1  基本容量

ティア2  冗長容量

ティア3  並行運用性

ティア4 フォールトトレランス

環境基準の変遷

1970年代～1980年代
    液冷システムとはコンピュータのプロセッサを
冷やすために水を冷却媒体として使用するもの
で、水冷システムとも呼ばれる。

     サーバー急増による業界からの警告－IT機
器用ラックの電力密度上昇の先駆けとなっ
た。
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20世紀
     サーマルモデルとは、熱回路の計算を電気回
路上で行うための過渡熱抵抗に相当する電気回路
のモデルで、部屋・日・季節によって、建物の温
度がどのように変化するかを予測できる。

データセンタにおける5つ環境制御

     データセンタの環境モニタリングには、温度、湿度、静電気、消火システム、セキュリティシステムな
どが重要な要素となる。

冷却システム

     CRAC冷却システムは、ラック間の穴開き床タイルを通じて送り
出す冷気を、デバイとラック間に吸い込み、暖気を反対側のホット
アイルに排出。

    床のCRAユニットが高温の排気をホットアイルに引き込み、床タイ
ルの下に放出することでサイクルが完成。

温度センサー
    温度センサーでデータセンター設備の温度を監視し、
変化に適切に対応できるようタイムリーに通知。

エネルギーモニター
静電気の蓄積を検知。

セキュリティシステム
     関係者以外のデータセンターへの侵入を
防ぐため、IP監視システムを設置。

消火システム
非常時のために消火器を設置
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